
今月の会員数／1,032人（医科718人・歯科314人）

主な記事発　行　所
石川県保険医協会

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号
太陽生命金沢ビル8階

☎（076）222‐5373番 ＦＡＸ（076）231‐5156番
URL  http://ishikawahokeni.jp/
E-mail ; ishikawa-hok@doc-net.or.jp
発行人 三　宅　　靖
印刷所 ソノダ印刷株式会社
　購読料 1年間 5,000円（〒共）

（※本紙の購読料は会費に含まれます）

2面 写真で振り返る2020年
3面 講演会「小児アレルギー予防」
4面 公衆衛生学徒が考える
 COVID-19対策
5面 小児科医からの発信
6面 紙上よろず勉強会

新
型
コ
ロ
ナ
が
収

ま
り
か
け
て
い
る
土

曜
日
。
診
療
終
了

後
、
久
し
ぶ
り
の
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
に
飛

び
乗
り
、
奈
良
へ
向

か
っ
た
。
指
定
さ
れ
た
ホ
テ

ル
は
、
清
潔
感
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
気
を
配
り
、
職
員

の
対
応
も
的
確
で
気
持
ち
良

か
っ
た
。
た
っ
た
一
泊
で
あ
る

が
、
久
し
ぶ
り
の
奈
良
の
旅
に

期
待
を
込
め
た
。
翌
日
、
20

名
余
り
の
参
加
者
に
よ
り
保
団

連
文
化
担
当
者
交
流
会
が
行
わ

れ
た
。
各
県
の
工
夫
と
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
企
画
が
会
員
の
生

活
を
豊
か
に
支
え
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
有
意
義
な
交

流
会
で
あ
っ
た
▼
午
後
は
散
策

で
あ
る
。
興
福
寺
（
国
宝
館
見

学
）
か
ら
東
大
寺
へ
ゆ
っ
く
り

と
歩
を
進
め
な
が
ら
、
半
世
紀

ほ
ど
前
に
奈
良
の
地
を
訪
れ
た

自
分
を
思
い
返
し
て
い
た
。
学

生
で
あ
っ
た
あ
の
頃
。
奈
良
と

い
う
古
都
は
優
し
く
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、

破
天
荒
な
気
持
ち
に
揺
れ
動

く
、
青
臭
い
自
分
を
受
け
入
れ

て
く
れ
た
と
い
う
思
い
。
そ
の

奈
良
が
、
50
年
と
い
う
時
代
を

経
て
眼
の
前
に
あ
り
、
そ
の
空

気
を
吸
っ
て
い
る
。
違
和
感
の

な
い
自
分
に
驚
い
た
。
鹿
用
せ

ん
べ
い
に
気
づ
か
れ
た
の
か
、

し
つ
こ
く
追
っ
て
く
る
鹿
。
そ

し
て
多
く
の
仏
の
優
し
さ
と
厳

し
さ
。
し
か
も
、
大
仏
は
、
未

だ
大
き
な
ま
ま
で
あ
る
。
時
代

の
流
れ
に
よ
っ
て
、
町
の
風
景

は
異
な
る
。
人
の
心
も
同
様
で

あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
私
は
故

郷
と
共
に
生
き
、
父
母
を
は
じ

め
出
会
っ
た
多
く
の
友
人
に
感

謝
し
、
そ
し
て
滅
し
た
い
と

思
っ
た
。

保
険
医
協
会
で
は
、
慰
労

金
・
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
紙
や
電
子
媒
体

（
C
D
─

R
）
な
ど 

W
E
B 

以

外
の
申
請
方
法
も
可
能
と
す
る

こ
と
や
未
申
請
の
対
象
医
療
機

関
に
個
別
通
知
を
行
う
こ
と
、

申
請
期
限
の
延
長
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
11
月
11
日
（
水
）

に
石
川
県
へ
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
併
せ
て
、
10
月
に
県
内

の
高
齢
者
施
設
（
老
健
、
特

養
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、

介
護
医
療
院
）
及
び
居
住
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
（
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
サ
高
住
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
対
象
に

実
施
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
調

査
〔
回
答
数
３
０
２
件
（
回
答

率
40
・
８
％
）〕
を
元
に
、
介

護
提
供
体
制
確
保
に
向
け
た
要

望
書
も
提
出
し
ま
し
た
。

今
回
も
三
宅
靖
会
長
と
事
務

局
が
石
川
県
庁
に
出
向
き
、
高

橋
健
司
医
療
対
策
課
長

と
瀬
戸
裕
之
長
寿
社
会

課
長
と
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。
慰
労
金
等
に

関
し
て
は
、
申
請
方

法
が
煩
雑
か
つ
原
則

W
E
B
申
請
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
申

請
が
困
難
と
の
相
談
が

保
険
医
協
会
に
も
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
要

請
当
日
は
明
確
な
回
答

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
後
日
、
未
申
請

医
療
機
関
へ
の
個
別
通

知
が
発
出
さ
れ
、
11
月

末
の
地
元
新
聞
広
告
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

難
し
く
紙
で
の
申
請
を

希
望
す
る
場
合
は
、
運

営
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
」
と
掲
載
さ

れ
る
な
ど
、
懇
談
が
大

き
な
改
善
に
繋
が
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
高
齢
者

施
設
・
居
住
系
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
関
す
る
要
請
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
縮
小
に
よ
り
利

用
者
の
身
体
機
能
・
認
知
機
能

低
下
、
家
族
の
介
護
負
担
が
増

大
し
て
い
る
実
態
を
伝
え
ま
し

た
。
加
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
業

務
負
担
増
加
、
ス
ト
レ
ス
過
多

に
よ
る
離
職
防
止
の
た
め
、
さ

ら
な
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
「
使
い
捨

て
グ
ロ
ー
ブ
」
の
不
足
が
顕
著

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
・
県

と
し
て
も
今
後
の
供
給
を
調
整

し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、

医
療
・
介
護
従
事
者
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
整
備
が
一
刻
も

早
く
進
む
よ
う
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
声

を
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
加
え

て
、
協
会
と
し
て
介
護
事
業
所

の
声
を
一
定
集
約
し
、
行
政
に

代
弁
す
る
役
割
を
果
た
せ
た
こ

と
は
、
医
療
・
介
護
一
体
の
運

動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

も
大
き
な
取
組
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
53
回
な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会

テ
ー
マ
●
糖
尿
病
と
脂
質
管
理

知
識
欲
を
満
た
す
講
演

副
会
長
　
小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

11
月
５
日
（
木
）
に
第
53
回

よ
ろ
ず
勉
強
会
が
八
木
邦
公

氏
（
富
山
大
学
附
属
病
院
第
一

内
科
）
に
よ
る
２
回
シ
リ
ー
ズ

講
演
の
第
１
回
「
糖
尿
病
と
脂

質
管
理
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
１

年
ぶ
り
に
W
e
b
と
保
険
医

協
会
会
議
室
で
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
よ
う
や
く
開

催
に
漕
ぎ
着
け
ま

し
た
。

お
そ
ら
く
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ん

が
感
染
対
策
で

ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲

れ
て
お
ら
れ
る

中
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
で
決
し
て

キ
ャ
ッ
チ
ー
で
は

な
い
「
糖
尿
病
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
い
か
ほ
ど
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
の
か
、
当

初
は
一
抹
の
不
安
も
な
か
っ
た

と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
開
け
て
び
っ
く
り
と
申

し
ま
す
か
、
全
体
数
は
多
く
は

な
い
も
の
の
、
能
登
地
区
、
加

賀
地
区
、
石
川
県
全
域
か
ら
の

W
e
b
参
加
、
そ
し
て
リ
ア

ル
会
場
に
は
歯
科
の
先
生
方
も

た
く
さ
ん
お
越
し
い
た
だ
き
、

富
山
県
か
ら
発
信
さ
れ
た
講
師

の
お
話
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

内
容
は
、
八
木
氏
が
金
沢
大

学
第
二
内
科
を
経
て
長
年
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
、
王
道
と
も

言
え
る
糖
尿
病
と
動
脈
硬
化
の

話
題
で
あ
り
、
歴
史
的
な
興
味

を
ひ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
野
球
に

例
え
た
糖
尿
薬
の
考
え
方
、
そ

し
て
新
薬
の
意
義
な
ど
、
久
し

ぶ
り
に
こ
れ
が
聴
き
た
か
っ
た

ん
だ
、
と
い
う
知
識
欲
を
満
た

し
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
個

人
的
に
は
、
M
R
さ
ん
の
訪

問
も
減
っ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
す
ら
触
れ
る
こ
と
が
少
な

く
、
S
G
L
T
─

２
く
ら
い
で

知
識
が
止
ま
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
富
山
大
学
で
使
っ

て
お
ら
れ
る
新
薬
の
お
話
を
聞

い
て
、
ぐ
っ
と
身
近
に
な
り
ま

し
た
。「
糖
尿
病
」
と
い
う
一

見
地
味
な
テ
ー
マ
が
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
感
染
症
ば
か
り
取
り

上
げ
ら
れ
る
昨
今
、
か
え
っ
て

参
加
者
の
「
本
当
の
勉
強
が
し

た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
W
e
b
講
演
な

ら
で
は
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
課
題

も
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
の
字
の
大

き
さ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
性
能
な

ど
、
次
回
へ
の
改
善
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

次
回
、
第
２
回
「
糖
尿
病
と

心
血
管
疾
患
」（
12
月
10
日
開

催
）
へ
の
期
待
も
高
ま
る
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

医療・介護現場の声を届けた
（11月11日・石川県庁）

高橋健司医療対策課長（左写真）と瀬戸裕之長寿社会課長（右写真）
に要請書を手渡す三宅靖会長

慰労金・感染拡大防止支援事業
！ 申請締切は 12月28日（月）

慰労金を職員に給付したら、感染拡大防止等
支援事業の支出が確定したら、石川県への実績
報告が必要です。
実績報告の提出期限は2021年1月29日（金）とさ

れています。間に合わないなどのご事情がある方
は、以下の担当窓口までご相談ください。

石川県新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援事業運営事務局（医療分）

電話　076-208-5134（平日9:00～17:00）

会場7人、オンライン12人の参加があった
（11月5日・保険医協会会議室）

石
川
県
と
の
懇
談

慰
労
金
・
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
の
改
善

�

高
齢
者
施
設
等
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を

※石川県へ提出した要望書、高齢者施設・居住系
介護サービス事業所等のアンケート報告は石川
県保険医協会ホームページに掲載しています。
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北陸中日新聞 2020年 5月 20日 

 

石川県保険医協会

歯科医師からのメッセージ
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①会員アンケート

石川県・障害のある人の
医療費助成制度で改善

診療報酬改定対応

生活保護引下げ違憲訴訟・名古屋地裁
の不当判決に会長声明

4月と6月に会員アンケートを実施し、受診抑制や
衛生用品の不足が生じている現状が明らかに
なった。

2017年から署名活動や要
請を行ってきた「65歳以上
の現物給付化」と「精神障
害のある人も助成対象に」
という要求が実り、制度改
善が行われた。

講演会のオンライン開催

『石川保険医新聞』新連載
ふらっと日帰り温泉（1月号～８月号）
紙上よろず勉強会（1月号～連載中）
コレ旨～お気に入りの食べどころ～（4月号～連載中）
編集長のひとりごと（６月号から不定期掲載）
公衆衛生学徒が考えるCOVID-19対策
（９月号～連載中）
「小児科医からの発信」の連載50回記念として内海
裕美先生（東京都・吉村小児科）にご寄稿いただいた

『
お
口
の
機
能
を
育
て
ま
し
ょ
う

│
歯
科
医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
│
』

 （
改
訂
版 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
）発
行

医療・福祉のエキスパート訪問

原発・いのち・みらいプロジェクト

③石川県との懇談
会員アンケート・介護事業所アンケートをもとに、4月22日、
8月5日、11月11日に石川県医療対策課長・長寿社会課
長と懇談を行い、医療機関や介護事業者の実態を伝え
るとともに支援を要請した。

⑦診療報酬上の
　特例的な取扱いの案内
2月下旬から断続的に発出された厚労省か
らの通知を会員に適宜案内した。

⑥政府への要請
診療報酬改定実施日の延期を求める要請（2
月27日）、全ての医療機関への緊急財政措置
を求める緊急会員署名（8月27日）を行った。

⑤開業医向け支援制度の
　申請サポート
慰労金・感染拡大防止等支援事業など、開業
医が利用できる制度の広報のほか、慰労金申
請解説動画の作成、申請サポート会を行った。

②通所系介護サービス事業所・
　高齢者施設アンケート
介護が十分に保障されなければ医療は提供でき
ず、医療と介護は両輪であることから、通所系介
護サービス事業所（デイサービス・デイケア）と高
齢者施設アンケートを実施した。アンケートでは
サービスの利用控えによる利用者の身体機能の
低下などの問題が浮き彫りとなった。

④「
支
援
制
度
マ
ッ
プ
」作
成

新型コロナウイルス
感染症
７つの対応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
各
種
補
助
金
・
助
成
金
を
俯
瞰
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る「
支
援
制
度
マッ
プ
」を
作
成
し
た
。

申請サポート会

NHKニュースでの報道の様子（4月22日放送）

慰労金・申請解説動画は1000回以上視聴された

「支援制度マップ」は一般紙でも取り上げられた
（北陸中日新聞5月20日）

石川県がん安心生活サポートハウス
「つどい場　はなうめ」（5月21日）

がんとむきあう会（元ちゃんハウス）（1月9日）
よろず勉強会（11月5日）

歯科保険診療に詳しくなるための赤本勉強会

コレ旨（おでん・若葉）
内部勉強会（講師・久保実先生、7月30日）

石川県との懇談（11月11日、本紙1面掲載）

高橋健司医療対策課長（写真右）に
要請書を手渡す三宅会長（8月5日）

制度改善を求める署名を提出する
大平政樹会長（当時）（写真左、
2017年11月16日・石川県庁）

「小児アレルギー予防に向けて」（講師・久保良美氏、10月29
日）（本紙3面掲載）
「口腔機能の発達と口腔筋機能トレーナーを用いた咬合誘導
について」（講師・長門佐氏、11月26日）
よろず勉強会「糖尿病と脂
質管理（11月5日、本紙１面
掲載）」「糖尿病と心血管
疾患（12月10日）」（講師・
八木邦公氏）

新型コロナウイルス感染拡大により例年開催している新点数検討
会は開催できなかったものの、保団連新点数検討会の動画配信、
「歯科保険診療に詳
しくなるための赤本勉
強会（7月16日）」の開
催、『歯科保険診療
便覧』の発行などを
行った。

保
険
医
協
会
の
2
0
2
0
年

写
真
で
振
り
返
る
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２
０
１
８
年
診
療
報

酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料

は
、
前
年
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
未
来
投
資
戦

略
２
０
１
７
」
に
よ
り

導
入
が
決
ま
っ
た
。
決
し
て
、
医
療

関
係
団
体
や
国
民
の
側
か
ら
の
要
望

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

診
察
と
は
、
直
接
患
者
と
接
し
、

話
を
聴
き
、
身
体
に
触
れ
、
必
要
な

検
査
を
行
い
、
時
に
そ
の
家
族
と
の

対
面
で
の
話
か
ら
必
要
な
情
報
を
得

て
、
そ
う
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
患
者
へ

提
供
す
る
医
療
の
安
全
性
が
担
保
さ

れ
て
き
た
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等

の
情
報
通
信
機
器
を
用
い
て
得
ら
れ

る
情
報
に
限
り
が
あ
る
の
は
自
明
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
の
算
定
要
件
で

は
３
カ
月
の
対
面
診
療
を
経
て
実
施

可
能
と
す
る
な
ど
制
限
が
加
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
４
月

10
日
の
厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、

時
限
的
・
特
例
的
な
措
置
と
し
た
上

で
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
の
初

診
が
解
禁
さ
れ
、
投
薬
が
可
能
と

な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
措
置
は
３
カ

月
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
と
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
期
に
あ
っ
て
は
医
療
機
関
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
、
こ

う
し
た
初
診
か
ら
の
電
話
・
情
報
通

信
機
器
で
の
診
療
に
利
点
が
あ
る
の

は
確
か
だ
。
一
方
、
８
月
６
日
の
見

直
し
（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な

実
施
に
関
す
る
指
針
の
見
直
し
に
関

す
る
検
討
会
）
で
は
、
禁
止
と
さ
れ

て
い
る
麻
薬
や
向
精
神
薬
が
処
方
さ

れ
た
ケ
ー
ス
や
、
都
道
府
県
を
跨
い

だ
遠
方
の
患
者
へ
の
処
方
が
散
見
さ

れ
、
少
な
く
な
い
ル
ー
ル
違
反
が
生

じ
て
い
た
の
が
実
情
だ
。
ま
た
、
同

検
討
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
適
し
て

い
な
い
症
状
リ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
た

が
、
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
は
重
大
な
疾
患
の
見
落
と
し
が
潜

ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
10
月
９
日
に
河
野
行

政
改
革
担
当
相
を
含
む
３
閣
僚
が
初

診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
恒
久

化
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
報
じ
ら

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

息
が
見
通
せ
な
い
中
で
の
今
回
の
大

臣
合
意
は
極
め
て
不
適
切
で
あ
り
、

今
は
時
限
的
・
特
例
的
な
措
置
を
継

続
し
、
終
息
後
に
医
療
関
係
団
体
等

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
十
分
な
時
間

を
か
け
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

10
月
29
日
（
木
）、
久
保
良

美
先
生
に
よ
る
講
演
会
「
小
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
に
向
け
て
〜

妊
娠
期
・
乳
児
期
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

にZoom

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

参
加
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
医
科
８
人
と

歯
科
10
人
の
先
生
が
同
じ
環
境

で
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ぞ
保
険
医
協
会

で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
で
き
る

限
り
少
な
く
し
た
い
と
の
熱

意
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し

た
。
時
代
の
意
識
に
飲
み
込
ま

れ
ず
、
枠
を
突
き
抜
け
た
純
度

の
高
い
研
究
を
続
け
ら
れ
る
姿

勢
に
も
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

近
年
、
先
進
国
に
お
け
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
罹
患
率
が
極

め
て
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
１
９
８
９
年
に
提

唱
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の

Strachan

博
士
に
よ
る

衛
生
仮
説
「
衛
生
環
境
の

改
善
や
少
子
化
に
伴
う
乳

幼
児
期
の
感
染
リ
ス
ク
の

低
下
が
ア
レ
ル
ギ
ー
増
加

の
一
因
で
は
な
い
か
」
を

踏
ま
え
て
、
親
の
唾
液
と

ア
レ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ

い
て
の
研
究
を
始
め
た
そ

う
で
す
。

加
賀
市
の
小
学
校
の
疫
学
調

査
に
て
、
乳
児
期
に
噛
み
与
え

を
す
る
と
児
童
の
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
が
有
意
に
減
少
す
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
、
唾
液
の
移

行
が
免
疫
刺
激
と
し
て
乳
児
の

未
完
成
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
に
予

防
的
に
働
く
可
能
性
が
推
測
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
後
６

カ
月
間
完
全
母
乳
、
保
護
者
に

口
腔
衛
生
知
識
が
あ
っ
た
場

合
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
症
状

リ
ス
ク
が
有
意
に
増
加
す
る
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
乳
歯
萌
出
前
の
頻
回
の
母

子
唾
液
接
触
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
５
〜
７
歳

の
時
、
う
蝕
原
因
菌
で
あ
る

M
utans

菌
の
数
と
う
蝕
数
が
、

唾
液
接
触
が
な
か
っ
た
グ
ル
ー

プ
に
比
べ
て
少
な
く
、
保
護
的

に
免
疫
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
噛

み
与
え
時
期
と
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
感
染
の
時
期
は
重
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
感
染
症
に
対
す

る
安
全
対
策
と
、
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
法
の

確
立
に
向
け
て
今
後
も
研
究
を

続
け
て
い
く
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
質
疑
も
活
発

に
行
わ
れ
、
共
通
理
解
が
生
ま

れ
る
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

会員の皆さまにご協力いただ
いておりました標記の署名につい
て、石川協会集約分の1443筆（全
国で約14万筆）を11月12日に国会
議員を通じて国会へ提出いたしま
した。ご協力いただき、誠にあり
がとうございました。

署名に添えられた「私の一言」では、「わが家にも高齢者がいるので
患者負担はとても困ります」「年金の受取額が少ない中で医療負担が多
くなるのは、医療を受けられなくなる人が増えるということです」な
どの切実な声が寄せられました。今後も患者負担増計画を止めるべく
運動していきますので、ご協力を賜りますようお願いいたします。

患者負担を増やさないことを求める署名
全国から14万筆を国会提出

恒
久
化
は
終
息
後
に

�

検
討
す
べ
き

オ
ン
ラ
イ
ン
初
診

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
ハ
ネ
か
ら
３
が
大
切
な
手
順
。

白
４
に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
す
ぐ

に
３
は
白
４
黒
５
白
イ
で
白
生
き
。
ま
た

黒
１
で
ロ
は
白
３
で
白
生
き
。
白
２
で
５

な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
２
一
歩
成
☖
同
玉
☗
３
二
金

☖
１
一
玉
☗
１
二
歩
☖
同
飛
☗

３
三
馬
☖
同
角
☗
２
三
桂
打
ま

で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
２
一
歩
成
か
ら
☗

３
二
金
と
寄
せ
て
、
５
手
目
☗

１
二
歩
で
☖
同
飛
と
取
ら
せ
、

次
の
☗
３
三
馬
が
う
ま
い
決
め

手
で
す
。
☖
２
二
合
で
も
☗
２

三
桂
打
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

3
＋
2
で
、答
え
は「
5
」

（
問
題
8
面
）

郵 便 は が き

2021年3月8日（当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合会
「クイズで考える私たちの医療」係行

郵 便 は が き

2021年3月8日（
当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5
　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合
会

「クイズで考える私
たちの医療」係行

私たちの医療私たちの医療
政府が提案している患者負担増計画などをクイズ形
式で知ってもらう待合室キャンペーン「クイズで考え
る私たちの医療」。毎回、多くの方にご応募いただい

ております。
待合時間にちょっ
と考えるのにちょう
どよく、さらにご応
募いただいた方の中
から抽選で当たるハ
ンディクリーナーや
災害復興支援のカタ
ログギフトなどのプ

レゼント付きです。なんと前回2018年には景品１等
（ダイソンハンディクリーナー）が石川県の方に当た
りました。
会員の先生方にはクイズチラシ30枚を11月15日に
お送りしました。ぜひ患者さんへお渡しください。
チラシの追加注文は無料で対応いたします。

待 合 室 キ ャ ン ペ ー ン

オンライン講演会

小児アレルギー予防
〜妊娠期・乳児期からのアプローチ〜

副会長�　小島　登（内灘町・歯科）
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感
受
性
・
防
御
力
・
集
団
免
疫

感
染
の
３
要
素
は
、
感
染
源
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-
Ｃ

ｏ
Ｖ-

２
）、
感
染
経
路
（
大
き
な
飛
沫
感
染
、

微
細
な
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
）、
宿
主
・
人
（
易

感
染
性
、
防
御
力
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
た
感
染
源
と
感
染
経
路
の

主
な
点
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
薄
い
脂

質
の
膜
に
覆
わ
れ
た
大
き
な
一
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
持

つ
ウ
イ
ル
ス
、
洗
剤
（
界
面
活
性
剤
）
や
ア
ル

コ
ー
ル
に
弱
い
、
全
員
が
マ
ス
ク
を
し
て
換
気
を

良
く
し
手
洗
い
を
す
れ
ば
飛
沫
感
染
も
接
触
感
染

も
防
げ
る
、
飲
食
・
喫
煙
や
診
療
・
介
護
時
な
ど

感
染
者
が
マ
ス
ク
を
外
す
状
況
で
２
ｍ
以
内
に

近
づ
く
か
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
換
気
の
悪
い

と
こ
ろ
に
留
ま
る
と
飛
沫
感
染
が
起
こ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
感
染
者
の
多
く
は
２
次
感
染
を
起
こ

さ
ず
、
５
〜
10
人
に
１
人
の
割
合
で
感
染
力
が
強

い
ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
が
現
れ
ま
す
。
こ
の

ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
が
感
染
を
広
め
る
た

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
が
で
き
や
す

く
、
無
症
状
感
染
者
や
発
症
前
の
感
染
者
か
ら
も

感
染
し
、
感
染
後
５
日
±
２
日
の
感
染
力
が
強
い

こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

防
御
力=

抗
体
と
思
っ
て
い
る
国
民
が
多
い
で

す
が
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
防
御
力
は

は
る
か
に
幅
広
い
総
合
的
な
仕
組
み
で
、
未
だ
に

全
貌
が
分
か
ら
な
い
神
秘
の
世
界
で
す
。
防
御
力

に
は
唾
液
や
粘
液
、
繊
毛
な
ど
病
原
体
の
侵
入
を

防
ぐ
最
前
線
の
防
衛
網
、
粘
膜
細
胞
の
細
胞
壁
の

丈
夫
さ
と
侵
入
口
と
な
る
レ
セ
プ
タ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
で
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
レ
セ
プ
タ
ー
が

あ
る
舌
・
鼻
腔
・
気
道
・
肺
・
血
管
な
ど
に
侵
入
）

の
状
態
、
そ
し
て
最
後
が
細
胞
内
に

侵
入
し
た
病
原
体
に
対
す
る
免
疫
力

で
す
（
図
１
）。

今
回
の
よ
う
な
新
型
感
染
症
で
は

免
疫
の
主
体
は
自
然
免
疫
で
す
。
抗

体
な
ど
の
獲
得
免
疫
は
過
去
に
経
験

し
た
病
原
体
の
抗
原
（
タ
ン
パ
ク
質

な
ど
の
３
次
元
構
造
）
が
ぴ
っ
た
り

同
じ
で
な
け
れ
ば
防
御
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
然
免
疫
は
自
己
と
は
異
な
る

病
原
体
に
共
通
し
た
分
子
や
構
造
の

パ
タ
ー
ン
を
認
識
す
る
「
パ
タ
ー
ン

認
識
受
容
体
（
Ｔ
ｏ
ｌ
ｌ
様
受
容
体

な
ど
）」
を
介
し
て
、
病
原
体
の
侵

入
を
感
知
し
攻
撃
し
て
排
除
す
る
仕

組
み
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
は
子

ど
も
や
若
者
で
重
症
化
が
極
め
て
ま

れ
な
の
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
レ
セ
プ
タ
ー

が
少
な
い
た
め
と
自
然
免
疫
が
よ
く

働
く
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

冬
に
な
り
寒
く
な
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
は
や
る
の

は
、
寒
さ
で
室
内
の
換
気
が
減
る
こ
と
、
暖
房
な

ど
で
空
気
が
乾
燥
し
目
・
鼻
・
口
・
の
ど
・
気
道

が
乾
き
防
御
力
が
低
下
す
る
こ
と
、
寒
さ
で
気
道

な
ど
の
温
度
低
下
・
血
流
悪
化
で
自
然
免
疫
の
働

き
が
悪
く
な
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

19
も
同
様
で
す
。

あ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
起
き
る
と
自
然
免
疫
が

強
ま
る
の
で
短
期
間
で
す
が
他
の
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
に
く
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
然
免
疫
が
暴
走
す
る
と
自
己
免
疫
疾
患

が
起
こ
る
の
で
、
生
体
に
は
自
然
免
疫
の
ア
ク
セ

ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
調
節
す
る
絶
妙
な
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
強
め
る
よ
り
も
調
節
が
う
ま
く
い
く
よ

う
に
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、

よ
く
寝
て
、
良
く
動
き
、
適
度
に
光
を
浴
び
、
腹

八
分
目
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、
良
く

笑
い
、
時
々
泣
い
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
と
い

う
養
生
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
気
は
長
く
、
心
は
丸

く
、
腹
立
て
ず
、
人
は
大
き
く
、
己
は
小
さ
く
の

人
生
訓
も
有
効
で
す
。

新
し
い
病
原
体
の
場
合
、
自
然
免
疫
か
ら
数
日

経
っ
て
獲
得
免
疫
が
働
き
始
め
ま
す
が
、
高
齢
者

で
は
さ
ら
に
遅
れ
、
ま
た
、
自
然
免
疫
が
十
分
働

か
な
い
と
獲
得
免
疫
も
う
ま
く
働
き
ま
せ
ん
。
集

団
が
十
分
な
獲
得
免
疫
を
持
つ
と
流
行
が
収
束
す

る
と
言
わ
れ
、「
山
中
伸
弥
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
情
報
発
信
」
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
（
イ
シ
ュ
グ
ル
）
で
３
月
に

大
規
模
な
集
団
感
染
が
発
生
し
、
流
行
後
の
４
月

に
実
施
さ
れ
た
住
民
の
抗
体
検
査
（
１
４
７
３
人
、

受
診
率
79
％
）
で
陽
性
率
は
42
％
で
し
た
。
こ
の

う
ち
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
で
あ
っ
た
の
は
６
分
の

１
（
子
ど
も
で
は
10
分
の
１
）
で
、
治
療
を
要
し

た
の
は
抗
体
陽
性
者
の
わ
ず
か
１・
４
％
で
し
た
。

こ
れ
は
流
行
の
貴
重
な
社
会
実
験
で
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
抗
体
保
有
率
が
４
割
を
超
え
な
い
と

流
行
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
、
無
症
状
・
軽
症
が
い

か
に
多
い
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
抗

体
保
有
率
が
４
割
を
超
え
た
国
や
大
き
な
都
市
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
流
行
が
今
後
も
続
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
回
復
者
の
ほ
と
ん
ど

が
６
カ
月
後
に
も
中
和
抗
体
を
保
有
し
て
い
る
と

い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
英
国
で
は
流
行
が

減
速
す
る
と
一
般
市
民
（
無
症
状
者
が
多
い
）
の

抗
体
保
有
率
が
低
下
し
、
集
団
レ
ベ
ル
の
獲
得
免

疫
が
持
続
す
る
か
ど
う
か
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

公
衆
衛
生
学
的
対
策
６��

　

 

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る�

　
　
　

 

人
工
的
集
団
免
疫
戦
略

ワ
ク
チ
ン
は
未
経
験
の
ウ
イ
ル
ス
な
ど
病
原
体

の
情
報
を
事
前
に
免
疫
の
司
令
塔
で
あ
る
樹
状
細

胞
に
知
ら
せ
、
Ｔ
細
胞
や
Ｂ
細
胞
を
あ
ら
か
じ
め

訓
練
し
て
集
団
免
疫
状
態
を
人
工
的
に
作
る
戦
略

で
す
。
今
回
は
ワ
ク
チ
ン
が
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
る
と
考
え
た
様
々
な
メ
ー
カ
ー
が
ワ
ク
チ
ン
開

発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
原
理
の
ワ
ク
チ
ン
が
こ
れ

ま
で
に
な
い
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
開
発
さ
れ
実
用
化
に

向
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

弱
毒
生
ワ
ク
チ
ン
（
麻
疹
・
風
疹
な
ど
）
や
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
菌
体
（
全
粒
子
）
ワ
ク
チ

ン
（
日
本
脳
炎
・
狂
犬
病
な
ど
）
で
は
ウ
イ
ル
ス

の
全
情
報
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
う
ち
成
分
ワ
ク
チ
ン
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
百

日
咳
な
ど
）
は
ウ
イ
ル
ス
タ
ン
パ
ク
の
一
部
の
み

が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
い
ず

れ
も
鶏
卵
や
酵
母
な
ど
人
体
以
外
で
ウ
イ
ル
ス
や

抗
原
を
増
殖
・
産
生
さ
せ
、
そ
れ
を
精
製
・
分
離

し
て
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
、
ワ
ク
チ
ン
の
主
力
は
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ-
Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
の
遺
伝
子
情
報
を
元
に
人
工
的

に
合
成
し
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
脂
質
の
膜
で
包

ん
だ
ウ
イ
ル
ス
も
ど
き
を
作
り
人
の
細
胞
内
に
侵

入
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
遺
伝
子
工
学
で
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
別
の
ウ
イ
ル
ス
に
遺
伝
子
情
報
を

組
み
込
み
感
染
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
で
、
人
の
細

胞
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
の
遺
伝
子
を
送
り

込
み
抗
原
を
作
ら
せ
る
と
い
う
全
く
新
し
い
方
法

で
す
（
図
２
）。

短
期
間
に
大
量
生
産
で
き
る
利
点
は
あ
り
ま
す

が
、
人
に
対
し
て
は
新
し
い
技
術
で
あ
り
、
一
番

の
問
題
点
は
安
全
性
で
す
。
生
殖
細
胞
に
は
影
響

が
な
い
の
か
、
細
胞
分
裂
の
際
に
ウ
イ
ル
ス
由
来

遺
伝
子
が
引
き
継
が
れ
な
い
の
か
、
細
胞
の
が
ん

化
や
自
己
免
疫
疾
患
の
誘
発
な
ど
の
危
険
が
な
い

か
、
高
齢
者
や
重
篤
な
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
で
も

安
全
か
な
ど
、
不
安
を
払
拭
す
る
だ
け
の
デ
ー
タ

提
示
が
必
要
で
す
。

一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
や
薬
の
臨
床
試
験
で
は
、

同
意
を
得
た
健
康
な
極
少
数
の
希
望
者
で
安
全
性

を
確
認
す
る
「
第
１
相
試
験
」、
同
意
を
得
た
少

数
の
希
望
者
で
使
用
量
や
使
用
法
、
免
疫
反
応
を

調
べ
る
「
第
２
相
試
験
」、
同
意
を
得
た
多
数
の

希
望
者
で
有
効
性
を
調
べ
る
「
第
３
相
試
験
」
を

行
い
ま
す
。
第
３
相
試
験
で
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ

ル
ナ
は
そ
れ
ぞ
れ
90
％
以
上
の
有
効
性
が
確
認
さ

れ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

輸
送
や
保
管
が
容
易
な
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

試
験
に
は
３
万
人
の
う
ち
65
歳
以
上
が
７
千
人
以

上
、
65
歳
未
満
の
リ
ス
ク
が
高
い
慢
性
疾
患
患
者

が
５
千
人
以
上
、
白
人
以
外
が
１
万
１
千
人
以
上

含
ま
れ
、
被
験
者
の
42
％
が
重
度
の
肥
満
と
心
臓

服
部

　真
（
金
沢
市
・
産
業
医
療
科
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策

が
考
え
る

公
衆
衛
生
学
徒

第4回

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

図1　�自然免疫と獲得免疫　菊正宗のホームページ�
（https://kikumasamune-health.jp/allergy02/）より引用

図2　�期待集めるRNAワクチンの実態（©�AERA�dot.�AERA�
2020年11月23日号より）
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病
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

回
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
後
２
週
間
で
、
感
染

者
90
数
人
（
感
染
率
０
・
２
〜
０
・
３
％
）

の
う
ち
約
90
人
が
偽
薬
群
で
有
効
性
が

94
・
５
％
、
約
10
％
に
倦
怠
感
や
筋
肉
痛

な
ど
が
見
ら
れ
た
が
重
篤
な
副
反
応
は
な

か
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
統
計
学
的
に

明
ら
か
な
有
意
差
が
あ
り
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
観
察
期
間
が
短
く
、
初
期
の

効
果
は
自
然
免
疫
賦
活
効
果
の
可
能
性
も

あ
り
、
効
果
が
長
期
に
続
く
か
ど
う
か
最

終
報
告
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
れ
に
起
こ
る
重
篤
な
副
反
応
や
接
種

さ
れ
た
遺
伝
子
が
ど
う
振
る
舞
う
か
の
評

価
に
は
、
さ
ら
に
長
期
間
の
観
察
が
必
要

で
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
地
域

や
人
種
に
よ
り
感
染
力
や
重
症
度
に
差
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は

依
然
不
明
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や

副
反
応
に
も
地
域
差
や
人
種
差
が
あ
る
こ

と
は
容
易
に
推
測
で
き
ま
す
。
上
記
の
被

験
者
に
は
ア
ジ
ア
人
が
極
め
て
少
な
く
、

日
本
で
の
接
種
開
始
前
に
、
東
ア
ジ
ア
で

の
第
３
相
試
験
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

小
児
科
は
何
歳
ま
で
?

「
何
歳
ま
で
小
児
科
が
診
る

の
で
す
か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
一
般
的
に
は
初
診
で
は

中
学
生
ま
で
が
小
児
科
で
、
高

校
生
以
上
が
内
科
と
し
て
い
る

病
院
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
問

い
に
対
す
る
答
え
は
小
児
科
医

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
中
学
生

や
高
校
生
ま
で
と
い
う
先
生
も

い
れ
ば
、
小
児
科
に
年
齢
制

限
は
な
い
と
い
う
先
生
も
い
ま

す
。
実
際
に
は
、
中
学
生
か
ら

高
校
生
を
超
え
て
も
小
児
科
で

フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
は
珍
し
く
な
く
、
そ
の
多
く

が
小
児
期
発
症
の
慢
性
疾
患
患

者
で
す
。
こ
れ
ら
の
小
児
期
発

症
の
慢
性
疾
患
患
者
を
適
切
に

成
人
科
へ
と
移
行
す
る
た
め
の

「
移
行
期
医
療
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ

シ
ョ
ン
）」
が
近
年
の
小
児
科

関
連
の
学
会
で
の
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
児
期
発
症
慢
性
疾
患
患

者
で
は
、
幼
少
期
か
ら
長
い

間
、
特
定
の
医
師
に
フ
ォ
ロ
ー

さ
れ
て
い
た
り
、
難
治
の
経
過

で
様
々
な
病
院
を
経
て
現
在
の

医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
た
り

す
る
こ
と
で
、
小
児
科
医
と
患

者
・
家
族
と
の
信
頼
関
係
が
良

く
も
悪
く
も
頑
強
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
患
者
側
は
特

定
の
医
師
に
依
存
し
て
し
ま

い
、
医
師
側
も
患
者
を
他
の

医
師
に
紹
介
し
づ
ら
く
な
る
と

い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
患
者
さ
ん
は
い
つ
ま
で
も

子
ど
も
で
は
な
く
、
思
春
期
を

迎
え
、
成
人
し
て
い
き
ま
す
。

小
児
期
に
は
心
身
の
成
長
や
家

庭
・
学
校
に
関
す
る
問
題
な
ど

小
児
特
有
の
問
題
点
が
あ
る
の

と
同
様
、
大
人
で
は
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
の
問
題
や
妊
娠
・

出
産
に
関
す
る
問
題
、
飲
酒
や

喫
煙
、
生
活
習
慣
病
な
ど
他
の

疾
患
の
合
併
な
ど
大
人
特
有
の

問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
病
歴
を
知
っ
て
い
る
小

児
科
医
が
全
て
管
理
す
る
こ
と

が
必
ず
し
も
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
良
い
こ
と
で
は
な
く
な
り

ま
す
。

移
行
の
障
壁

成
人
科
へ
の
移
行
は
簡
単
で

は
な
く
、
患
者
側
、
小
児
科

側
、
成
人
科
側
の
そ
れ
ぞ
れ
に

移
行
の
障
壁
が
あ
り
ま
す
。
患

者
側
の
問
題
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
小
児
科
医
と
保
護
者
に

よ
っ
て
治
療
方
針
が
決
め
ら
れ

る
保
護
的
な
医
療
か
ら
、
自
分

で
病
状
を
説
明
し
治
療
を
決
定

す
る
主
体
的
な
医
療
に
転
換
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
や
、
前

述
の
よ
う
に
信
頼
関
係
が
強
す

ぎ
る
こ
と
で
転
科
を
不
安
に

思
っ
た
り
、
嫌
が
っ
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
小
児

科
側
の
問
題
と
し
て
は
、
成
人

科
で
は
診
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
思
い
込
み
や
、

移
行
期
医
療
の
認
識
不
足
か
ら

準
備
を
せ
ず
に
成
人
科
へ
転
科

さ
せ
よ
う
と
し
て
し
ま
う
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
成

人
科
側
に
は
経
験
の
少
な
い
疾

患
を
躊
躇
す
る
、
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
対
応
が
分
か
ら
な
い

と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
金
沢
大
学
附

属
病
院
小
児
科
の
腎
・
膠
原
病
・

消
化
器
外
来
で
は
、
慢
性
疾
患

患
者
に
対
し
て
移
行
支
援
の
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
移

行
支
援
の
説
明
文
書
を
お
渡
し

す
る
と
と
も
に
、
成
人
科
へ
移

行
す
る
た
め
の
問
診
を
行
い
、

年
齢
に
合
わ
せ
て
自
立
を
促
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
移
行
の

時
期
も
一
律
に
決
め
る
の
で
は

な
く
、
個
人
の
生
活
環
境
や

疾
患
の
安
定
度
に
応
じ
て
患
者

さ
ん
ご
と
に
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
金
沢
大
学
の
腎
臓
内
科
、

リ
ウ
マ
チ
内
科
、
消
化
器
内
科

な
ど
の
成
人
科
の
先
生
方
に
も

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
一
度
の

受
診
で
移
行
す
る
の
で
な
く
、

最
初
は
成
人
科
と
の
併
診
を
行

い
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
不
安
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

移
行
期
医
療
の
成
功
に
は
成

人
科
の
先
生
方
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
小
児
期
発
症
慢
性
疾

患
患
者
の
最
適
な
医
療
提
供
の

た
め
、
移
行
期
医
療
に
ご
興
味

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『記憶の灯り 希望の宙へ』に掲載された戦後建立
の戦争碑には様々な文言があります。石川護国神社

（金沢市出羽町）境内大東亜聖戦大碑の聖戦、皆月
海軍望楼（輪島市門前町）旧海軍望楼跡の太平洋戦
争、小松海軍航空隊予科練之碑（加賀市新保町）の
太平洋戦争、機雷戦災者之碑（輪島市門前町）戦
災者之碑の大東亜戦争などの表記です。碑文の多く
が天皇制思想（太平洋戦争・大東亜戦争）などの表
記で、戦前・戦後を通して日本国民の死生観や生活

の中に無意識
にとどまって
いた「歴史認
識 」 を 知 る
こ と が で き
ます。

先の侵略戦
争を、聖なる
戦い「聖戦」
であると賛美
する聖戦大碑

は、再び戦争への道を開き日本国憲法の精神から逸
脱するもので容認できません。

その中で特筆すべきは旧海軍潜水学校七尾分校之
碑（『記憶の灯り　希望の宙へ』32ページ）です。
この碑は中能登町に生まれ旧満州国の関東軍司令部
に勤務し、戦後は北陸中日新聞記者を務めた道善兵
一郎氏など、普通科潜航術水雷分隊ベントの会有志
が1999年春に建立したものです。

碑文には、「1945（昭和20）年 8 月、アジア・太
平洋戦争の敗戦を、穴水町中居で迎えた。（中略） 
私達の体験を形あるものとして次代に伝えようと穴
水町の協力を得、ここに不戦の誓いも新たに、反戦
平和の訴えのシンボルとしての記念碑を建立した。
日本と世界の人々に、発信しつづけるであろうこと
を確信する」とあります。

つまり、先の戦争を実態に即して「アジア・太平
洋戦争」と規定し、反戦平和の記念碑として日本と
世界に発信しています。道善氏は新聞社のインタ
ビューで「二度と戦争国家になってはいかん。良い
戦争も悪い戦争も全ては後から理屈を付けられる。

戦争は絶
対に反対
です」と
結んでい
ます。道
善氏やベ
ント会の
有志の平
和憲法を
希求する
言葉が刻
まれた「旧海軍潜水学校七尾分校之碑」を訪ねたい
ものです。
『記憶の灯り 希望の宙へ』には新発見の戦争遺跡

の紹介がありますが、その中の一か所が、穴水町
麦ヶ浦に建設された水中特攻「蛟龍」基地です。海
軍潜水学校生の一部が地元の民家に分宿し、極秘に
基地建設に従事しました。防衛研究所に残された

「舞鶴海軍施設部引渡目録」に22メートル魚雷格納
庫（未完成）が四本、魚雷調整所や615メートル専
用道路が建設されたとあり、「蛟龍」は国内で約110
隻が配備され本土決戦に備えていました。「命を軽
視する戦争に未来はない」はNHK朝ドラ「エール」
のセリフですが、人権を無視した水中特攻部隊が石
川県内でも準備されていたのです。

また、海軍小松飛行場からは神雷部隊が「桜花」
と共に無謀な特攻、航空隊の予科練生約100人は人
間機雷「伏龍隊」に組み込まれ横須賀に移動、実戦
配備はありませんでしたが、訓練中に多くの若者が
生命を落としました。

日本国憲法第 9条
日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠

実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇
又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されないこと
や、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障しています。
しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の理念を再確認し、そ
れを実現する社会保障制度を考える 1歩にしようという企画です。
戦争の面影が残る建物・場所が石川県内にも多く残されています。こんな場所に、あんなところに、

と知るほど、戦争は遠い昔の出来事でなく、現在と地続きの出来事だと感じられます。 8月に石川県
の戦争遺産を収録した『記憶の灯

あか

り　希望の宙
そら

へ　いしかわの戦争と平和』が発刊され、執筆者の皆さ
んにリレー形式でご寄稿いただきます。

（
4
面
の
つ
づ
き
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第51回》

作
村

　直
人

（
金
沢
大
学
附
属
病
院
・
小
児
科
）

移
行
期
医
療

〈シリーズ〉憲法を生きる㉙

石川県に残された「戦争碑」と憲法
佐藤　公男 江沼地方史研究会幹事

石川の戦争遺産（その4）

旧海軍潜水学校七尾分校之碑（穴水町中居）

魚雷格納庫跡（穴水町麦ヶ浦）
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紫外線（UV）は、人体にさまざまな影響を及ぼします。目に対しては、
雪目とも呼ばれる角膜の炎症、結膜が角膜に向かって伸びてくる翼状片、
さらには白内障や黄斑変性症も紫外線の影響があると言われています。

また最近では、可視光線の中でも波長の短いブルーライトが、眼精疲
労やドライアイなどを引き起こしたり、睡眠を妨げたりすると言われてい
ます。しかしながら、このブルーライトは、パソコンやスマートフォンの
画面だけでなく、太陽光や蛍光灯、テレビ、LEDライトなど日常生活の
あらゆる場所に存在しているので、われわれは避けて通ることができま
せん。

このような紫外線やブルーライトから目を予防するものとしては、一定
の波長の光をカットする眼鏡やUVカットのコンタクトレンズ（CL）など
がありましたが、近年、紫外線だけでなくブルーライトを含む可視光線の
透過も軽減してくれるCL が開発されました。

それは、ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱（J&J）が開発したアキュ
ビュー® オアシス® トランジションズ スマート調光 TMレンズ（調光CL）
というCLで、これまでの 2 週間交換CLのシリコーンハイドロゲル素材に
調光剤を重合することによってCLの色が変化し、目に入る光の量を自動
で調節するという作用を持っています。

図 1 は、光の量によってCLの色が変化する様子を表しています。光の
量が少ないときはCLの色は薄く、光の量が多くなるとCLの色が濃くな
るのです。色が濃いとサングラスのように暗く見え
るのかと思っていましたが、実際に装用してみると
見え方は普通のCLと変わらず、特に暗く見えるこ
ともなく、しかも明るい所へ出るとまぶしさを軽減
してくれました。

図 2 は、調光CLの波長の透過率を示しています。
これまでのCL（アキュビュー® オアシス®）も紫外
線はカットしていましたが、この調光CLは、色が
最も薄い状態であっても紫外線をほぼ100％カット
します。そして、可視光線に対しては、最も薄い状
態で最大16％※ 1 、最も濃い状態ではすべての波長
をある程度カットし、最大70％※ 1 もカットしてい

ます。さらに380〜460nmのブルーライト領域※ 2 に関しては、最も薄い状
態で最大15％※ 1 、最も濃い状態で最大55％※ 1 カットするそうです。

今後、パソコンやスマートフォンを見る機会がますます多くなる日常生
活において、光から人間の目を予防するものとして、この調光CLは非常
に有用なものと期待されます。

※ 1   Johnson & Johnson VISION CARE, INC.データより　
※ 2   ISO 8980- 3 に基づく380〜460nm

光の量によって色が変化するコンタクトレンズ光の量によって色が変化するコンタクトレンズ

紙上よろず勉強会 《第12回》シリーズ

牛村　繁 （白山市・眼科）

進化するコンタクトレンズ②テーマ

日
々
の
業
務
に
疲
れ
、
ス

タ
ミ
ナ
不
足
を
感
じ
た
時
、

金
沢
市
北
安
江
に
あ
る
本
家

と
ん
と
ん
亭
の
ト
ン
カ
ツ
が

無
性
に
食
べ
た
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。

引
き
戸
を
開
け
る
と
厨
房

か
ら
「
ヘ
イ
、
ら
っ
し
ゃ

い
！
」
と
威
勢
の
い
い
声
が

か
か
る
。
こ
こ
の
木
の
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油
で
滑
り
そ
う
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ガ
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ら
な
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。
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の
キ
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ジ
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は
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好
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で
い
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だ
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お
代
わ
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で
き
る
ご

飯
は
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フ
ロ
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に
あ
る
竈
か
ま
ど

炊
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で
匂
い

た
っ
て
い
る
。
ま
だ
若
い
つ

も
り
で
、
つ
い
ご
飯
の
大
盛
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を
注
文
し
て
し
ま
う
と
、

気
ま
ぐ
れ
な
店
長
の
サ
ー
ビ

ス
（
写
真
①
）
が
あ
っ
た
り

し
て
、
大
変
な
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と
に
な
り

か
ね
な
い
（
ご
用
心
さ
れ
た

し
）。
写
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盛
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家
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ス
タ
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ナ
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（
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会
員
の
皆
さ
ま
の
お
気
に
入
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の
食
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投
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い
ま
す
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０
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度
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さ
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図2　�調光コンタクトレンズの波長の透過率（J&J㈱の資料より）�
CLの色が濃くなると可視光線の中波長領域の透過も軽減しています

図1　�光の量によって変化するCLの色（J&J㈱の資料より）�
CLの色はイメージ図で、実際の色とは異なります

年
末
・
年
始

休
務
の
ご
案
内

保
険
医
協
会
事
務
局
は
、左
記
の
期
間
、

休
務
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

12
月
29
日（
火
）〜
１
月
５
日（
火
）

本家とんとん亭写真①　気まぐれな店長のサービス

写真②　かき合盛定食
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2021年の介護報酬改定に向けて、社保審介護給付費分科会において審議が進
められているが、11月16日、26日の会議において改定項目の論点が明示され
た。以下、紙幅の都合で、「みなし指定」 4 事業（居宅療養、訪問看護、訪問
リハ、通所リハ）と短期入所療養介護、介護医療院・介護療養型医療施設につ
いて、論点に係る改定案を一部抜粋して紹介する。（この内容は審議会で今後
も議論されるので確定事項ではない）

<居宅療養管理指導>

<訪問看護>

<訪問リハビリテーション>

<通所リハビリテーション>

<短期入所療養介護>

<介護医療院・介護療養型医療施設>

<各職種共通>
①  基本方針を踏まえた居宅療養管理指導の実施と多職種連携

○  医師・歯科医師：居宅要介護者の社会生活面の課題にも目を向け、地域社会
における様々な支援へとつながるよう留意し、関連する情報については、介護
支援専門員等に提供するよう努めることを明示

○  薬剤師・歯科衛生士・管理栄養士：支援につながる情報を把握し、関連する
情報を医師・歯科医師に提供するよう努めることを明示

○  薬剤師：薬剤師の居宅療養管理指導の算定要件とされている介護支援専門員
等への情報提供について、運営基準で明確化

②  居宅療養管理指導における通院が困難なものの取扱い
○  少なくとも独歩で家族・介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、

通院は容易であると考えられるため、全ての職種について、これらの者につい
ては算定できないことを明確化

③  居住場所に応じた評価
○  サービス提供の状況や移動時間、滞在時間等の効率性を勘案し、単一建物居

住者の人数に応じた評価について、より実態を踏まえた評価とする。
<医師・歯科医師>
④  医師・歯科医師から介護支援専門員への情報提供

○  医師による情報提供について、主治医意見書の様式も踏まえた新たな様式に
よることとする。歯科医師による情報提供について、歯科疾患在宅療養管理料

（医療）の様式も踏まえた新たな様式によることとする。
○  その際、居宅要介護者の社会生活面の課題にも目を向け、地域社会における

様々な支援へとつながるよう、関連の記載欄を設ける。
<薬剤師>
⑤  情報通信機器を用いた服薬指導の評価

○  情報通信機器を用いた服薬指導の評価の新設
○  その際、対面と組み合わせて計画的に実施することとし、算定回数は現行の

上限の範囲内で柔軟に設定
<管理栄養士>
⑥  他の医療機関等の管理栄養士による居宅療養管理指導の評価

○  当該居宅療養管理指導事業所以外（他の医療機関、介護保険施設、栄養ケア
ステーション）の管理栄養士が実施する場合も評価

<歯科衛生士等>
⑦  歯科衛生士等による管理指導計画

○  記録等の様式について、訪問歯科衛生指導料や歯科衛生実地指導料の記載内
容を参考にした新たな様式によることとする。

①  退院当日の訪問看護
○  現行に加えて、診療報酬上の取り扱いと同様に、主治の医師が必要と認める

場合は、退院当日の訪問看護を算定可能とする。
②  在宅療養を支える訪問看護提供体制の強化（看護体制強化加算）

○  「特別管理加算を算定した割合30％以上」の要件について、「20％以上」と見
直す。

○  併せて、加算単位数の見直しを行う。
③  地方分権提案（訪問看護ステーションの人員基準）

○  「従うべき基準」から「参酌すべき基準」に見直すことについて、引き続き
検討

○  特例居宅介護サービス費の対象地域と特別地域加算の対象地域について、そ
れぞれ申請を可能とし、指定を分けて行うこと等の対応を行う。

④　役割を踏まえたサービスの提供
○  一定の経過措置期間を設けた上で、人員配置基準において、看護職員が指定

訪問看護の提供に当たる従業員に占める割合を 6 割以上とする要件を設ける。
○  理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が行う訪問看護費の単位や提供回数等

について見直す。

①  リハビリテーションマネジメント加算
○  加算（Ⅰ）は廃止するとともに、同要件は基本サービス費の要件とする。
○  加算（Ⅱ）（Ⅲ）の評価を見直す。
○  加算（Ⅳ）は廃止するとともに、定期的なリハビリテーション会議による計

画の見直しが要件である加算（Ⅱ）（Ⅲ）それぞれについて、VISIT・CHASE
へデータを提出しフィードバックを受けPDCAサイクルを推進することを評
価する。

○  リハビリテーション計画書の項目について、VISIT・CHASEへのデータ提
供の必須項目を定める。

○  算定要件のひとつである「定期的な会議の開催」について、利用者の了解を
得た上で、テレビ会議等の対面を伴わない方法により開催することを可能と
する。

②  リハビリテーション計画の作成に係る診療未実施減算
○  事業所外の医師に求められる「適切な研修の修了等」について、令和 3 年 3

月31日までとされている適用猶予期間を 3 年間延長する。
○  減算の単位数を現在の20単位から見直す。

①  心身機能・活動・参加に対する取組の促進
○  「リハビリテーションの機能」「事業所の体制」「活動・参加に対する取組」「利

用者の心身機能」等の包括的な評価による月単位報酬体系を創設
○  心身機能・活動・参加に対する取組を複合的に評価するにあたり、利用者の

ADLに基づく事業所の評価を実施する。
○  現行の日単位報酬体系を残しつつ、希望する事業所が新たな報酬体系に移行

できる選択制とする。
②  リハビリテーションマネジメント加算（訪問リハビリ―ションの①と共通）
③  社会参加支援加算（訪問リハビリテーションの④と共通）
④  生活行為向上リハビリテーション実施加算

○  加算算定後に継続利用する場合の 6 月間の減算を廃止するとともに、 3 月以
内と 3 月以上 6 月以内で階段状になっている単位数を単一（現行の 3 月以内よ
り低く設定）にする。

○  加算の利用者の要件や取組の内容を検討・明確化
⑤  入浴介助加算

○  現行の加算に加え、利用者の身体状況や訪問により把握した利用者宅の浴室
の環境をふまえた個別入浴計画を作成し、それに基づき個別の入浴介助を行う
ことを評価する加算を新たに設ける。

○  新たな加算については、通所介護との評価に差を設ける。
○  現行の入浴介助加算については、単位数を見直す。

⑥  リハビリテーション計画書と個別機能訓練計画書の書式の見直し
○  リハビリテーション計画書と個別機能訓練計画書の項目の共通化を行う。ま

た、リハビリテーション計画書固有の項目については簡素化を図る。（※訪問
リハビリテーションについても同様）

⑦  介護予防通所リハビリテーションの長期間利用（訪問リハビリテーションの⑤
と共通）

①  介護老人保健施設が提供する短期入所療養介護のあり方
○  基本サービス費を見直す。
○  その上で、医師が診療計画に基づき必要な診療、検査等を行い、退所時にか

かりつけ医に情報提供を行う総合的な医学的管理を評価する。
②  緊急短期入所受入加算の見直し

○  「 7 日以内」の日数要件について、「 7 日以内を原則として、家族の疾病等や
むを得ない事情がある場合には14日以内」に見直す。

<介護医療院>
①  有床診療所から介護医療院への移行促進

○  浴室の施設基準について、有床診療所から移行して介護医療院を開設する場
合であって、入浴用リフトやリクライニングシャワーチェア等により、身体
の不自由な者が適切に入浴できる場合は、一般浴槽以外の浴槽の設置は求め
ない。

○  上記の取扱いは、新築、増築又は全面的な改築の工事を行うまでの経過措置
とする。

②  長期療養・生活施設の機能の充実
○  療養病床における長期入院患者を受け入れ、生活施設としての取組を説明し

適切な介護医療院サービスを提供する場合の評価を行う。
○  ターミナルケアにあたり、「人生の最終段階における医療の決定プロセスに

関するガイドライン」等の内容に沿った取組を行うことを明示（※介護療養型
医療施設も同様）

③  介護医療院への移行支援
○  介護医療院への移行状況等を踏まえ、引き続き、基準や報酬、地域医療介護

総合確保基金や予算事業等を組み合わせた移行支援を進める。
○  移行定着支援加算の算定については、期限どおり（令和 3 年 3 月末まで）と

する。
<介護療養型医療施設>
④  早期の意思決定促進

○  円滑な移行等に向けて、一定期間（半年）ごとに検討状況を許可権者に報告
することし、期限までに報告されない場合は、次の期限までの間、基本報酬の
減額を行う。

⑤  介護療養病床の評価の見直し
○  医療療養病床に対する評価の見直し（経過措置 1 の点数の引下げ）を踏まえ、

評価の見直しを行う。

速報 中・医・協・資・料番外編─来年の介護報酬改定に向けた「第２ラウンド」の検討が終了、
　論点の具体化が進む（速報介護給付費分科会）

○  「適切な研修の修了等」における研修の選択肢を拡充する。
③  退院・退所直後のリハビリテーションの充実

○  退院（所）の日から起算して 3 月以内の患者に対しては、週12回まで算定可
能とする。

④  社会参加支援加算
○  社会参加支援加算の算定要件である「社会参加への移行状況の計算式」「リ

ハビリテーションの利用の回転率」について、実情に応じて見直す。
○  移行状況確認要件について、「提供を終了した日から起算して 1 月後の移行

の状況を電話等で確認すること」と見直す。また、リハビリテーション計画書
を移行先の事業所に提供することを要件化する。

○  加算の名称を「移行支援加算」へ変更する。
⑤　介護予防訪問リハビリテーションの長期間利用

○  長期間利用の場合のサービス提供への評価について、利用開始から○ヶ月
（期間は今後検討）が経過したあとの単位数を適正化する。

石 川 保 険 医 新 聞 第584号（7）2020年12月15日（毎月15日発行）
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稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

２
０
１
９
年
10
月
15
日
（
火
）

曇
り
〜
晴

朝
食
後
は
ハ
イ
キ
ン
グ
。
私

た
ち
夫
婦
２
人
に
山
岳
ガ
イ
ド

１
人
。
隣
町
の
キ
ャ
ン
モ
ア
ま

で
30
分
ほ
ど
ド
ラ
イ
ブ
。
ト
イ

レ
を
済
ま
せ
、
準
備
体
操
し
、

グ
ラ
ッ
シ
ー
湖
ハ
イ
キ
ン
グ
に

出
発
。
４
㎞
、
２
時
間
。
市
民

憩
い
の
場
所
で
、
家
族
連
れ
や

犬
の
散
歩
を
す
る
人
も
。
冬

季
・
着
氷
の
た
め
か
安
全
の
た

め
か
、
絶
景
コ
ー
ス
は
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
。
今
日
か
ら
な
の

か
ガ
イ
ド
も
知
ら
な
か
っ
た
。

イ
ー
ジ
ー
コ
ー
ス
を
選
択
。
リ

ス
た
ち
も
冬
に
備
え
て
忙
し
く

し
て
い
た
。
松
の
枝
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
た
。
ベ
リ
ー
類
も

多
い
。
深
い
緑
の
透
き
通
る
き

れ
い
な
小
さ
な
湖
が
上
下
に
二

つ
。
神
秘
的
、
心
が
落
ち
着

く
。
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も

で
き
る
岩
壁
が
そ
そ
り
立
ち
、

眼
下
に
人
造
湖
も
見
え
る
。
時

間
が
余
っ
た
の
で
、
レ
イ
ク　

ミ
ネ
ワ
ン
カ
へ
。
感
謝
祭
も
終

わ
り
撤
収
作
業
を
し
て
い
た
。

午
後
は
の
ん
び
り
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
長
野
の
車
両

基
地
に
あ
る
新
幹
線
が
浸
水
し

た
衝
撃
映
像
の

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
帰

国
後
に
乗
る
北
陸

新
幹
線
は
運
休
確

実
だ
と
分
か
り
、

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
代
理
店
の
バ

ン
フ
ガ
イ
ド
サ
ー

ビ
ス
に
相
談
。
日

本
旅
行
に
は
連
絡

が
と
れ
ず
、
自
力

で
手
配
す
る
。
成

田
か
ら
小
松
便
は
満
席
。
ス
マ

ホ
を
駆
使
し
２
時
間
ほ
ど
か
け

て
よ
う
や
く
東
海
道
新
幹
線
、

京
都
経
由
北
陸
線
が
予
約
で
き

た
。
成
田
か
ら
の
出
国
手
続
き

な
ど
を
急
ぎ
、
東
京
へ
の
列
車

を
１
時
間
早
め
る
必
要
は
あ
る

が
、
何
と
か
そ
の
日
の
う
ち
に

帰
れ
そ
う
。
一
安
心
。

夕
方
、
街
を
散
策
。
夕
食
は

ア
ル
バ
ー
タ
牛
。
柔
ら
か
く
て

う
ま
い
。
ア
ス
パ
ラ
が
て
ん
こ

盛
り
。
夜
景
ツ
ア
ー
に
参
加
。

マ
ウ
ン
ト
ケ
イ
展
望
台
か
ら
バ

ン
フ
を
一
望
。
動
物
の
た
め
に

白
色
灯
で
は
な
く
、
燈
色
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
制
限
前

に
建
て
ら
れ
た
バ
ン
フ
ス
プ
リ

ン
グ
ス
ホ
テ
ル
が
対
面
に
際

立
っ
て
い
た
。
星
空
鑑
賞
は
曇

天
の
た
め
見
ら
れ
ず
、
20
ド
ル

返
金
と
な
る
。

10
月
16
日
（
水
）
曇
り
〜
晴

朝
食
後
、
３
大
国
立
公
園
観

光
。
夫
婦
２
人
と
も
う
１
人

に
ガ
イ
ド
さ
ん
１
人
。
ま
ず
、

キ
ャ
ッ
ス
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
が

よ
く
見
え
る
ガ
イ
ド
さ
ん
お
勧

め
の
河
原
へ
。
山
火
事
を
自
然

サ
イ
ク
ル
の
一
つ
と
す
る
考
え

に
最
近
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
の
徹
底
的
な
鎮
火
よ
り
、

む
し
ろ
人
間
の
手
を
で
き
る
だ

け
加
え
な
い
自
然
鎮
火
を
見
守

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
遮
る

木
々
が
無
く
な
り
、
餌
と
な
る

下
草
が
復
活
し
、
動
物
た
ち
も

戻
っ
て
き
た
。

い
よ
い
よ
ク
ー
ト
ニ
ー
国
立

公
園
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
渓
谷
を

１
時
間
ほ
ど
ハ
イ
キ
ン
グ
。
自

然
の
豊
か
さ
を
求
め
て
か
家
族

連
れ
が
多
い
。
氷
河
の
Ｕ
字
形

が
水
に
よ
り
Ｖ
字
形
に
切
り
込

ま
れ
て
い
る
。
橋
を
渡
り
洞
窟

を
く
ぐ
る
と
滝
つ
ぼ
。
表
土
が

少
な
く
根
を
横
に
張
っ
て
い
る

が
、
倒
木
が
多
い
。

次
に
、
ヨ
ー
ホ
ー
国
立
公

園
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

へ
。
滝
の
手
前
が
浸
食
さ
れ
橋

の
よ
う
に
岩
が
残
っ
て
い
る
。

大
自
然
の
不
思
議
と
清
ら
か
さ

に
心
洗
わ
れ
る
。
エ
メ
ラ
ル
ド

レ
イ
ク
、
神
秘
的
な
グ
リ
ー
ン

の
静
か
な
湖
面
。
湖
畔
に
ロ
ッ

ジ
。
カ
ヌ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド

ア
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
。
白

い
ベ
リ
ー
に
は
毒
が
あ
り
、
動

物
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と
残
し
て

い
る
。

昼
食
後
に
分
水
嶺
に
立
ち
寄

る
。
太
平
洋
と
大
西
洋
に
。
眼

下
に
小
さ
な
湖
も
見
え
る
。
バ

ン
フ
国
立
公
園
へ
。
昨
日
行
っ

た
ミ
ネ
ワ
ン
カ
湖
。
見
る
場
所

に
よ
っ
て
全
く
雰
囲
気
が
変
わ

る
。
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
レ
イ
ク
も

い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
る
。
マ

ウ
ン
ト
ケ
イ
展
望
台
へ
。
夜
景

と
は
趣
が
異
な
る
バ
ン
フ
を
一

望
。
鹿
が
ゆ
っ
た
り
と
草
を
食

ん
で
い
る
。

夕
食
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
お

勧
め
の
メ
イ
プ
ル
リ
ー
フ

で
「V

A
LB

E
LLA

 G
A

M
E 

PLA
T

T
ER

」
を
注
文
。
ジ
ビ

エ
の
肉
も
チ
ー
ズ
も
う
ま
い
。

雰
囲
気
も
最
高
。

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
グラッシー湖と３大国立公園グラッシー湖と３大国立公園
《第16回》カナダ編③

（解答は 3 面にあります）

囲 碁

（解答は 3 面にあります）

〈ヒント〉桂は最後に残す……。
 （10分で1級）

■出題　九段　西村一義黒先　（5分で１、２級以上）
〈ヒント〉 ダメヅマリにして白を
 仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

初級編初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 6 4 □
8 5 9

6 2 7 3
9 1 □ 5

7 4
5 7 9

7 9 8 6
1 4 2

6 5 1

40
年
近
く
住
み
慣
れ
た
家
を
後
に
し
た
。
そ
れ
は
二
階
に

リ
ビ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
の
あ
る
、
当
時
と
し
て
は
「
ハ
イ
カ

ラ
」
な
家
で
、
二
階
だ
と
明
る
く
人
目
も
気
に
な
ら
な
い
と

の
家
内
の
希
望
で
建
て
た
も
の
。
息
子
の
友
人
た
ち
か
ら
は

「
ス
ケ
ル
ト
ン
ハ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
窓
だ
ら
け
で

明
る
く
大
変
居
心
地
良
い
家
で
は
あ
っ
た
が
、
私
の
後
追
い

で
家
内
も
高
齢
者
の
仲
間
入
り
と
な
り
、
互
い
の
行
く
末
を

考
え
老
々
介
護
も
可
能
な
家
を
、
と
い
う
こ
と
で
の
一
大
決

心
だ
っ
た
。

家
具
の
う
ち
で
大
き
な
も
の
と
、
本
好
き
の
家
内
が
溜
め

込
み
段
ボ
ー
ル
50
箱
に
も
な
っ
た
本
の
引
越
し
は
さ
す
が
に

業
者
に
頼
ん
だ
が
、
越
す
先
が
歩
い
て
５
分
ぐ
ら
い
の
距
離

な
の
で
、
細
々
し
た
食
器
な
ど
の
類
は
自
分
た
ち
で
追
々
運

ぶ
こ
と
に
し
た
。

40
年
近
く
も
暮
ら
し
た
家
に
は
、
色
ん
な
も
の
が
驚
く
ほ

ど
に
降
り
積
も
っ
て
い
た
。
埃
を
か
ぶ
っ
た
学
位
論
文
の
た

め
の
実
験
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
、
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
ペ
ー

パ
ー
の
リ
プ
リ
ン
ト
、
今
は
遠
く
へ
先
立
た
れ
た
先
生
か
ら

頂
戴
し
大
切
に
し
ま
っ
て
い
た
お
手
紙
や
資
料
、
そ
う
し
て

そ
の
当
時
を
物
語
る
写
真
の
数
々
。
次
々
と
現
れ
て
く
る
そ

れ
ら
一
つ
ず
つ
を
手
に
す
る
た
び
に
、
忘
れ
て
い
た
も
の
が

蘇
り
、
時
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
、
我
と

我
が
身
に
「
こ
れ
は
終
活
だ
」
と
言
い
聞
か
せ
、
思
い
出
を

振
り
払
い
な
が
ら
片
付
け
を
進
め
る
の
だ
が
、
そ
う
は
言
っ

て
も
な
か
な
か
振
り
払
え
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
米
国
帰
り
の
畏い

友ゆ
う

・
横
井
透
君
の
紹
介
で
手

に
し
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
・
プ
ラ
ス
。
30
年
以
上
も
前
の

上
市
厚
生
病
院
時
代
の
思
い
出
だ
。
病
院
横
の
宿
舎
で
の
楽

し
い
麻
雀
の
ひ
と
と
き
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
が
、
第
一
子

を
帝
王
切
開
で
分
娩
し
た
も
の
の
第
二
子
は
自
然
分
娩
で
、

と
の
思
い
に
沿
お
う
と
分
娩
経
過
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
子
宮

破
裂
と
な
り
、
児
は
死
産
、
母
は
な
ん
と
20
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
輸
血
で
救
命
で
き
た
と
い
う
、
私
の
産
科
医
と
し
て
の
原

点
も
そ
れ
に
は
詰
ま
っ
て
い
た
。

今
は
臨
床
の
第
一
線
か
ら
は
退
き
、
城
北
病
院
婦
人
科
の

外
来
と
金
城
大
学
の
教
員
、
そ
れ
に
折
々
の
帝
王
切
開
の
応

援
を
し
な
が
ら
、
二
人
の
終
の
住
処
で
の
暮
ら
し
を
新
し
く

始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

終

の

住

処

打
出
　
喜
義
　（
金
沢
市
・
婦
人
科
）
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